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福岡県三池島におけるベニアジサシの新繁殖地の発見

武下雅文

〒800編岡県北九州市門司区大里戸ノ上３－１３－１１

はじめに

ベニアジサシSZer"αdougα〃〃はイギリス，デンマーク，アフリカ，インド洋の島．スリランカ，

ベンガル湾の島，ニューギニア，オーストラリア，北アメリカ大陸の東海岸，キューバ，南アメリカ

大陸の最北部などで繁殖し，日本には夏烏として琉球列島で繁殖する（高野1981)．沖純本島では１４

か所の繁殖地が報告されており（尾崎1991)，与論島，先島諸島，徳之島，奄美大島，種子島でも繁

殖する（日本野鳥の会1980)．また大隅諸島の馬毛島でも繁殖する（消棲1978)．この馬毛島および

種子島が日本でのベニアジサシの繁殖北限地であったが，1994年７月12日福岡県大牟田市沖の三池烏

で本種の繁殖が確認された（安尾征三郎私信)．今回この三池島でベニアジサシの繁殖状況を調査す

る機会を得たので報告する．

調査地

三池島は大牟田市地先より西６ｋｍ，33.02'Ｎ，130.21'Ｅに位置する無人の人工島である（図1,

2)．この島は1970年に有明海の海上に三井三池炭鉱株式会社三池鉱業所により人気坑として建造さ

れた．島は直径90ｍの円形，中央部に高さ５ｍ，直径７ｍの立て坑がある．島の高さは満潮時の海面

より4.2ｍである．

ベニアジサシは島喚の岩礁または海上にある岩礁，砂浜，海浜の岩礁などで繁殖するが（滴棲

1978)，三池烏は人為的に建造された島で，周囲は鉄とコンクリートに囲まれ，コンクリート鼓上部

から1.7ｍ下に小石まじりの砂が敷かれ，カモジグサAgropyronZsuﾉｾushje"se，ヘラオオバコ

PjantagoJanceoJaZa，コマツヨイグサＯＧ"oZheralac”αjαが繁茂している．三池島から４ｋｍ

離れた人工島の初島においてファンで排気を行ない，三池烏で吸気を行なっている．このため人気坑

で吸気の時に坑の縁にとまった烏が吸い込まれていた．三池鉱業所の保安巡視貝の安尾征三郎氏が

1993年７月，地下の坑道で吸い込まれた烏を発見し，以後１年間で１７種，131羽を保護した．そのう

ち41羽がベニアジサシであった．ベニアジサシが大吐に保護された事態を山階鳥類研究所が重視し，

日本野鳥の会熊本県支部に照会したところ，同支部が1994年７月12日の調査でヒナを発見した．

生息状況

筆者は日本野鳥の会熊本県支部の協力を得て1994年７月17日と８月７日に調査を行なった．ベニア

ジサシの集団繁殖地は脇の南側，植生もまばらな22×13ｍの方形に集中していた．その中に４０×４０

ｃｍ，厚さ５ｃｍのコンクリートブロック55枚が点在しており（図３)，そのまわりに産座が認められ

た．巣は砂地にへこみがあるだけで巣材は使われておらず（図４)，７月17日に１卵の巣が11巣，２
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岬ざＸ…
閃１．ベニアジサシの北限繁殖地，火牟、市三池島の位樋．

Ｆｉｇ．１．Ｍｉｉｋｅｌｓｌａｎｄ・thenorternmostbreedingsiLeofRoseaLeTerns．

図２．砺岡県大牟田市三池島

Ｆｉｇ．２．Miikelsland．

2５１

卵の巣が10巣，３卵の巣が１巣あり，成鳥は200羽確認された．これらの成鳥は沖縄本島の集団繁殖

地でみられるように，親鳥は海水を浴びては産座に戻り抱卵を統けていた．ヒナ14羽には環境庁の標

識リングを装満した．

８月７円には成鳥は49羽に減少しており，１卵の巣を16巣，２卵の巣を５巣，確認したが，ヒナは

1羽も確認できなかった．また捕食によるものと考えられる成鳥の死体２と産座外でカラスにより捕

食されたと思われる穴のあいた卵７個を発見した．
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=殖言

図３．三池島内のベニアジサシの集団繁殖地．

Ｆｉｇ．３．BreedingcolonyofRoseateTernsinMiikelsland

図４．ベニアジサシの２卵巣．

Ｆｉｇ．４．ＡｃｌｕＬｃｈｏｆＬｗｏｅｇ宵ｓｏｆＲｏｓｅａｔｅＴｅｒｎｓｏｎＭｉｉｋｅＩｓｌａｎｄ‘

おわりに

三池烏では６mにはコアジサシの繁殖も確認された（安尾征三郎私信)‘三池品では６川にはコアジサシの繁殖も確認された（安尾征三郎私偏)．1993年にはたまたま坑道

に吸い込まれたベニアジサシなどが保謹されたが，同時にハヤブサ，チュウシャクシギと多数のツバ

メの死体があったことから，1970年に人~に島が建造されて以来，相当数の鳥類が坑道に吸い込まれて

死亡していると考えられる．日本野鳥の会熊本県支部は三池鉱業所に対して，鳥頬への安全対策のた
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め入気坑にネットを張ることを要謝したが，新鮮な空気を坑道に送れないことを理由に企業側は蹄路

している．

1992年，1993年に実施された山階鳥類研究所の有明海一帯での小型発信機や個体染色によるシギ・

チドリ類の標識調査により，渡りの期間中，渡り鳥が有明海を移動していることが明らかにされたよ

うに（尾崎清明未発表)，有Iﾘ1海は渡り鳥の重要な経路である．この有明海上に孤立した人工烏の入

気坑も一時的に休息の場として利用されていると思われる．これらの烏や新しいベニアジサシの北限

地を守るためにも，早急に防謹策が施されることが望まれる．
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DiscoveryofanewbreedingsiteoftheRoseateTernSZemado腿gal〃j

atMiikelsland，anartificialisland，inFukuokaPrefecture,southemJapan．

MasafumiTakeshita

3-I3-IIDαj戒ZonoueMQ/j-たu,ＫＩＺａﾉｾyusﾉju-shj,Ｆｕｈｕｏﾉｾα800

AnewbreedingsiteofthGRoseateTeｒｎｗａｓｄｉｓｃｏｖｅｒｅｄｉｎＪｕｌｙｌ９９４ａｔＭｉｉkelsland，an

artificialisland,offthecoastofOmutaCity,FukuokaPrefecture・Twohundredadultterns

andl4chickswereobservedonMiikelsland，１７Ｊｕｌｙ，1994．

Asaresultofthisdiscovery，ｔｈｉｓsitehasbecomethenorthernmostbreedingsiteofthe

speciesinJapａｎ・TanelslandandMagelslandinKagoshimaPrefecturehadbeenthe

reportednorthernlimitofthecurrentspeｃｉｅｓｉｎＪａｐａｎｓｏｆａｒ．
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